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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、経済発展における民主主義や制度的要素の役割に着目し、主に次の3つの
研究テーマに取り組んだ。（1）民族的多様性と政治体制が公共財供給（特に健康）に与える影響、（2）金融グローバ
ル化と制度的要素が国際資本移動に与える影響、（3）汚職と金融グローバル化が経済成長に与える影響、について研
究を行った。民主主義や制度的要素が、経済成長率だけではなく、公共財供給など広い意味での経済発展に寄与するこ
とを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We have focused on the role of democracy and institutional factors in economic dev
elopment and have mainly studied the following three research topics: (1) the effects of ethnic diversity 
and political regimes on public goods provision, particularly health conditions, (2) the effects of financ
ial openness and institutions on international capital flows, and (3) the effects of corruption and financ
ial globalization on economic growth. We find that democracy and institutional factors contribute to not o
nly economic growth but also economic development in a broad sense, such as public good provision.
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１．研究開始当初の背景 
 
経済発展における民主主義の役割について
は、これまで多くの経済学者、政治学者によ
って研究されてきた。主な研究の方向性は、
民主主義が経済成長に寄与するかどうかで
あった。先行研究の多くは、経済発展の指標
として経済成長率を使用しているが、経済発
展とは多様な側面があり、経済成長率は経済
発展の一部のみを捉えているに過ぎない。そ
こで、本研究課題では経済成長率だけではな
く、健康、教育、制度の質など経済発展をよ
り広く捉らえ、それらに対する民主主義や制
度的要素の役割を研究することにした。 
 
２．研究の目的 
 
上記の研究状況を背景として、本研究課題で
は、具体的に次の 3つの研究テーマに取り組
んだ。 
 
(1)民族的多様性と政治体制が公共財供給に

与える影響 
 
本研究では、民族構成、政治体制、及び公共
財供給の関係について考察している。民族構
成、政治体制がそれぞれ公共財供給にどのよ
うな影響を及ぼすのかについては先行研究
が存在するが、両者を同時に考慮して公共財
供給の要因を検証している論文は少ない。そ
こで、本研究では、政治体制が異なる場合、
民族構成が公共財供給に与える影響が異な
る可能性を検討した。 
 
(2)金融グローバル化と制度的要素が国際資

本移動に与える影響 
 
本研究では、国際的な資本移動の決定要因を
実証的に検証している。基本的な新古典派モ
デルが示唆するのは、先進国から開発途上国
への国際的な資本移動であるが、現実には、
それとは逆の方向に資本は移動している。こ
の現象は Lucas Paradox と呼ばれ、様々な原
因が指摘されてきた。本研究では、Lucas 
Paradox の要因として、金融のグローバル化
（開放度）と制度の質に着目した実証研究を
行っている。 
 
(3)汚職と金融グローバル化が経済成長に

与える影響 
 
本研究では、金融グローバル化が経済成長に
与える影響が、汚職の程度に応じて異なるこ
とを理論的・実証的に考察している。汚職と
金融グローバル化がそれぞれ経済成長にど
のような効果を及ぼすのかについては、先行
研究が存在するが、これらを同時に考慮した

ものは少ない。近年、金融のグローバル化を
進めることが経済成長を促進するか否かに
ついて活発な政策的議論が行われており、利
点と欠点の双方が指摘されている。本研究で
は、このような議論に経済学的な意味を与え
ることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
(1)民族的多様性と政治体制が公共財供給に

与える影響 
 
本研究では、理論モデルを構築した後、そこ
から得られた結果をデータを利用して実証
的 に 検 証 し て い る 。 理 論 分 析 で は 、
Citizen-candidate model（市民候補者モデ
ル）に基づき、政策の選好に異質性のある個
人を仮定し、民主制・独裁制の下で、民族的
多様性が政治家・政策の選択にどのような影
響を及ぼすのかを考察している。実証分析で
は、1960－2010 年の 157 カ国のパネルデータ
を用いて、公共財の質として健康の指標（乳
児・乳幼児死亡率、平均寿命）を使用し、理
論分析の結果が成立するか否かを検証して
いる。 
 
(2)金融グローバル化と制度的要素が国際資

本移動に与える影響 
 
本研究では、Lucas Paradox の要因として、
金融のグローバル化（開放度）と制度の質に
着目した実証研究を行っている。金融グロー
バル化に着目した理由は、図1が示すように、
金融の開放度が世界的に二極化しているか
らである。また、制度の質については、図 2
のようにばらつきがあることが知られてい
る。本研究では、1985－2009 年の 112 カ国
のパネルデータを用いた。推定では、国際資
本移動が金融グローバル化や制度的要素に
影響を及ぼす逆因果性に由来する内生性に
対処するため、System Generalized method of 
moments (GMM)推定を使用した。更に、制度
的要素の総合的な指標だけではなく、法の支
配、社会経済的条件など制度の中身をより詳
細に分類した分析を行い、国際資本移動に与
える影響を検証している。 
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図 1：金融グローバル化の分布 
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図 2：制度の質の分布 

 
(3)汚職と金融グローバル化が経済成長に

与える影響 
 
本研究では、汚職を明示的に組み込んだ内生
的成長モデルを構築している。更に、閉鎖経
済と開放経済（2 カ国モデル）を想定し、金
融のグローバル化が汚職の水準に応じて、ど
のように変化するのかを考察している。その
後、理論モデルから導かれた結果を 1985－
2009年の109カ国のデータを使用して検証し
ている。推定に際しては、内生性に対処する
ため、System GMM 推定を使用した。 
 
４．研究成果 
 
(1)民族的多様性と政治体制が公共財供給に

与える影響 
 
理論分析では、（i）支配的な民族が存在する
場合の民主制、（ii）支配的な民族が存在し
ない場合の民主制、（iii）独裁制、の 3つの
状況を想定した。（i）と（iii）では、既存
研究と同様に、民族的多様性と公共財の質の
間に負の関係がある。一方で、(ii)では、民
族的多様性と公共財の関係が非単調であり、
民族的多様性が小さい場合、公共財供給が多
く、その後、民族多様性が上昇するにつれて、
公共財供給が減少するが、ある閾値以降では
増加するという結果を導いた。実証分析では、

157 カ国のデータを用いて、公共財の質とし
て健康の指標を使用し、理論分析の結果が成
立することを明らかにした。研究成果は論文
にまとめられ、現在、国際学術雑誌に投稿中
である。 
 
(2)金融グローバル化と制度的要素が国際資

本移動に与える影響 
 
推定結果から、金融のグローバル化を進める
ことで、資本流入が活発になる一方、その効
果は良い制度を保有している場合に限られ
ることを明らかにした。また、制度の質の中
でも、官僚の質、法の支配序が特に重要であ
ることが判明した。研究成果は国際学術雑誌
Journal of Macroeconomics に掲載された。 
 
(3)汚職と金融グローバル化が経済成長に

与える影響 
 
理論モデルから、次のことが明らかとなった。
汚職の深刻な国では高い税率が科されるた
め、そのような国で金融グローバル化が進行
した場合、経済成長に悪影響を及ぼす。一方
で、汚職の少ない国では、汚職の深刻な国か
ら資本が流入するため、金融グローバル化が
汚職の経済成長に対する悪影響を軽減する。
結果として、経済成長率は高い順に、（i）低
汚職・開放的な金融制度、（ii）低汚職・閉
鎖的な金融制度、（iii）高汚職・閉鎖的な金
融制度、（iv）高汚職・開放的な金融制度、
となることを理論分析から明らかにした。実
証分析では、109 カ国のデータを使用し、こ
の結論が実証的に支持されることを示した。
図 3は、金融のグローバル化が経済成長率に
与える限界効果が、汚職の水準が増加するに
つれて、減少することを示している。研究成
果は国際学術雑誌 International Economics
に掲載された。 
 

 
図 3：金融のグローバル化が経済成長率に 

与える限界効果 
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